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１．研究計画の概要 

 地域に暮らしている高齢者の生活習慣と

認知機能の関連を明らかにし、認知低下予防

の公衆衛生的な対策を明らかにする。循環器

疾患の登録を実施している地域の調査対象

者を追跡し、生活習慣が将来の介護状況や死

亡にどのように関連するか明らかにしてい

く。 

２．研究の進捗状況 

滋賀県Ｋ市の協力を得て、市下の 65 歳以

上の地域住民を年齢階級別に層化して無作

為に抽出し、調査に同意を得られた 391 名を

対象とした。認知機能低下を測定するスケー

ルとして、ＭＭＳＥを使用した。認知機能低

下者の割合は 85 歳未満で男女とも５％であ

ったが、85 歳以上では男性 28％に対し女性

は 38％であった。これは男女の平均寿命の違

いによるものだと考えられるが、一方で女性

のほうが顕著であったことから、女性に対す

るケアの問題が浮き彫りになった。学歴は中

学校までの群が、高校以上の学歴を持ってい

る群より認知機能低下者の割合が高かった。

この結果は、近藤らが実施した研究において

も同様の結果が得られていることから、妥当

性があると考えられる。また、特に喫煙習慣

や多量飲酒がある者ほど認知機能低下者の

割合が高くなる傾向がみられた。これは、喫

煙習慣や多量飲酒は脳卒中などの循環器疾

患の危険因子であることからも、予後として

裏付けられる結果であった。一方、多くの趣

味を持つほど、また運動習慣がある者ほど認

知機能低下を遅らせている傾向がみられた。

これまでの分析により、高齢者の認知機能低

下には、日頃の生活習慣が関連していること

を明らかになった。 

このフィールドで実施している循環器疾

患の登録を行っていることから、脳卒中発症

によって介護が必要となる割合が高かった。

日頃の生活習慣が脳卒中などの循環器疾患

と関連をしており、その後、認知機能を低下

させることで介護が必要となると考えられ

る。 

次年度においても、要介護に至る情報と照

合することにより、生活習慣がその後の介護

度に影響を与え、また死亡に影響を与えるか

というライフサイクルに合った系統的な研

究を行っていく予定である。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

 対象者における死亡状況の照合をフィー

ルド先の医療情報を使用して照合を行って

いくことが必要である。 

４．今後の研究の推進方策 

生活習慣が将来の死亡状況にどのように

関連するかについて、照合が今後必要である

とともに、死因との関連を明らかにしていく

のが今後の課題である。引き続き、介護状況

との関連をみていく。 
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